
高品質なデータ提供で金融
ビジネスの効率化を支援
―データで新たな価値を創造するSIX テレクルス―

グローバルに活動を展開する大手情報ベンダーである当社は、世界24ヶ所の事務所で約1400人が勤務し、
市場シェアは欧州でトップ3の一角を占めています。取引所、市場参加者、業界団体など情報ソースは1100
に上り、850万の広範な証券データベースを構築・維持しています。ユーザーでもあるスイスの銀行が幅広く
株主となっているため、顧客ニーズの理解や製品への反映面で大きな力となっていますし、経営の安定ももたら
しています。また、母国市場の規模が限られていますので、世界各地の市場に合わせたサービス提供もスイス
企業ならではの特徴で、日本仕様の製品開発に力を入れています。

コーポレートアクション情報分野で最優秀賞（IMD社選定）を2010年、11年と連続受賞しました。公正価値
評価に関しては、広いカバレッジと透明性が高い独自手法を開発・保有しています。さらに、素データに加え
て顧客ニーズに対応した加工情報の提供に積極的に取り組んでいます。当社の証券コードValorは、パブリッ
クドメインとして公開し、国際標準化にも貢献しています。

取引所データは自動的に取り込みますが、検証が必要なデータは、分析してから手動入力しています。当社が
強みを持つコーポレートアクションのデータに関しては、第三者から購入せずに自ら収集し、データ専門のアナ
リストが内容を把握・確認して提供しています。

1989年に事務所を開設し、現在では、投信投資顧問、信託、年金などバイサイトを中心に約120社のコア
となる顧客がいます。NAV(純資産価値)計算をサポートするFinselectやコーポレートアクションデータに加
え、今年はセルサイド向けのリアルタイムデータの販売やウエブサイト構築ソリューションの提供も始めました。
顧客サポートを重視し、当社情報をベースにしたカスタマイズ・サービスの事業開発にも取り組んでいます。

データ管理は、金融機関にとって、事務効率向上のために極めて重要です。タイムリーで質の高いデータを利
用出来ないと、余計な処理という非効率を発生させる主たる要因になります。債券と派生商品のように異なる
金融商品間の相互依存関係も、カウンターパーティリスクを評価するためには、正確な把握が必要です。さら
に、発行体と親会社の関係の把握も欠かせません。当社では、こうしたニーズを十分理解していますので、
データの品質を重視し、不適格なデータが紛れ込んだ場合には、迅速に修正できる体制を構築しています。そ
の結果、お客様はSTPを実現し、修正に必要なコストの軽減が可能です。日本は、自動化が欧米ほど普及し
ていませんが、今後は電子的なデータ管理システムの活用が進むと見ています。

流動性の低い証券の理論価格提供で評価が高いCSV社を2010年に買収し、クオンツやコンサルタントによ
るグローバルチームを編成しサービスを提供しています。すべての資産クラスでお客様のニーズに応えるオンデ
マンド型サービスで、年金基金を中心に日本にも多くのユーザーがいます。資産クラスが異なっても、プラシイ
ングに利用するメソドロジーに統一性があるのが特徴で、パラメーターや手法をできるだけ開示し、透明性を
高めるようにしています。

流動性の低い債券の理論価格が求められています。日本の投資信託では、こうした債券がポートフォリオに組
み入れられている事例は少ないのですが、欧州では状況が異なり高いニーズがあります。2013年に施行が予
定されているFATCA（外国口座税務コンプライアンス法）や脱税防止の規制は、増え続けるデータを自動的
に処理するシステムとともに、顧客や金融商品についてより多くの情報を求めるニーズを高めています。

製品的にはリアルタイムサービスの販売促進と純資産価格をウエブベースで提供するといった柔軟性のある
データソリューションを提供したいと考えています。また、日本のニーズに合わせた理論価格、属性データ、企
業情報の提供にも力を入れていきます。日本は、正確性が高いレベルで求められる市場ですので、質の高い
サービスをお客様に提供できるように努力を続けてまいります。� （聞き手　MSOG編集部 富田）
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